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今
年
は
、
各
地
区
と
も
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
予

定
し
た
事
業
が
中
止
や
延
期
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
先
行
き
不
透
明

の
ま
ま
推
移
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
一
方
、
振
興
会
の
方
も
施

設
の
利
用
休
止
が
続
き
会
議
す

ら
行
え
な
い
ま
ま
こ
こ
ま
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
６
月
７
日
（
日
）
に
、

町
内
一
斉
「
一
日
一
汗
運
動
」
が

行
わ
れ
、
棚
底
地
区
で
は
地
域
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
空
き
缶
や

ご
み
拾
い(

地
区
に
よ
っ
て
は
花

壇
の
除
草
や
草
払
い
作
業
な
ど

併
せ
て
実
施
）
に
早
朝
か
ら
取
組

み
ま
し
た
。
こ
の
「
一
日
一
汗
運

動
」
は
、
清
掃
活
動
を
通
じ
て
、
環

境
美
化
へ
の
関
心
や
意
識
を
高

め
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
る
事
業
で
す
。

当
日
は
、
梅
雨
入
り
前
に
も
関

わ
ら
ず
清
掃
作
業
に
は
も
っ
て

こ
い
の
い
い
天
気
と
な
り
、
地
域

住
民
が
総
出
で
道
路
の
ご
み
拾

い
や
草
払
い
作
業
に
汗
を
流
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
拾
っ

た
ゴ
ミ
は
、
選
別
し
た
う
え
倉
岳

支
所
に
集
め
ら
れ
翌
日
、
清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

お
陰
様
で
、
ど
の
地
域
も
見
違

え
る
よ
う
に
奇
麗
に
な
り
ま
し

た
。
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ
ん
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

６月１２日（金）に倉岳小学校の２年生（１６人）
が「自分たちの住む町を探検しよう」という生活
科の授業で、棚底地区コミセンを訪れました。

初めに施設職員がコミセンの管理方法や、振
興会の事業活動など説明しました。それから「３
密」を避ける対策を取って図書室を見学しまし
た。子供たちは本の探し方や借出簿の書き方
などを学んだ後、各自、好きな本を選んで借出
から返却までの流れを疑似体験しました。その
あと数人から「一度に何冊まで借りられるか」や
「図書室には全部で何冊あるか」などの質問が
ありました。

今回は、コロナの影響で制約の多い見学とな
りましたが、生活科の学習に少しでも役に立つ
ことができたならば幸いです。コミュニティセンターの施設利用について令和２

年６月２２日（月）からこれまでの文化系自主

サークル、会議利用などに加え、引き続きコロナ

感染症拡大防止策である「３密」「感染症対策」を

講じた上、右表の利用に対しても段階的緩和が

決定されました。ただし、施設ごとに利用者数の

制限があります。詳しくは、棚底地区コミセンにご

確認ください。

① 県内在住者の利用可

② カラオケなどの利用可
③ 調理実習室の利用可
④ 利用時間の制限緩和
※１団体（同日）２時間上限の解除

地
域
の
花
壇
整
備
や
広
場
の
草
刈
作

業
に
取
り
組
む
曙
地
区
の
皆
さ
ん

図書室で疑似体験する児童たち

倉小２年生＝コミセン玄関前
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５月末 ４月末

650（+1）

高齢化率
４８.９４ ％

人　　口

486 1,086（‐1）

　人口動静

世　帯　数

５月末 ７月５日（日） 棚底城跡・棚底川草刈作業

午前７時 振興会広場集合

予定していた下記の事業は中止します。

８月 ２日（日）世代間交流事業

９月１３日（日）棚底地区敬老会

健康福祉部会

（予定のため変更になる場合あり）

棚底城通信第４９号前号に引き続き、天草市内にある城跡をご紹介します。今回
は有明町にある上津浦城跡をご紹介します。

上津浦城は棚底を舞台に栖本氏と戦いを繰り広げた上津浦
氏の本城（拠点）と考えられています。文献史料の八代日記に
は、「上津浦親類中、棚底下城」に続いて「上津浦親類中、上
津浦下城」、「（上津浦）種教、上津浦下城」と「棚底」という名
称が初めて紹介されています。このことから上津浦氏は棚底
城を追われ、拠点としていた上津浦城からも追われたというこ
とが分かります。栖本氏との争いに負けたのか、はたまた内
紛なのでしょうか・・・‥・。その後、上津浦氏は島原の有馬氏
と同盟を組み、栖本氏に攻撃をするなどして戦いが激化して
いきました。

上津浦城跡では２０１２年から２０１３年にかけて発掘調査が

行われ、館跡や炊事場跡などが見つかっています。将来的に

棚底城跡に続いて天草五人衆の関連遺跡群として国指定を

目指している城跡です。

（天草市文化課 宮崎）

～天草市の城跡Ⅱ～

上津浦城跡（川を挟んだ山２つ）

縄
文
時
代
の
棚
底
：
：
そ
の
一

岸
で
は
、
数
十
点
の
土
器
片
を
採
集

し
て
い
ま
す
。

筆
者
は
以
前
、
黒
曜
石
を
求
め
て

他
人
様
の
農
地
や
空
き
地
を
ウ
ロ

ウ
ロ
し
て
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
し
た
。
今
で
も
た
ま
に
下
を

向
い
て
歩
い
て
い
ま
す
。

さ
て
、
棚
底
で
は
、
小
崎
・
塔

尾
・
小
嶋
一
帯
、
観
音
寺
近
辺
（
浦

川
・
尾
上
・
毛
首
）、
大
権
寺
、
尾
崎
、

古
野
、
曲
尾
、
歳
川
、
山
仁
田
、
八
竜
、

宮
崎
、
宮
ノ
後
、
房
崎
：
：
ほ
と
ん

ど
棚
底
の
全
域
で
縄
文
人
の
息
吹

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
次
回

は
も
う
少
し
具
体
的
に
遺
跡
の
紹

介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
区

歳
川

喜
三
生

棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

今
回
は
縄
文
時
代
の
話
で
す
。

旧
石
器
時
代
の
始
ま
り
は
確
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
後
に
続
く
縄

文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
区

分
は
歴
史
書
等
に
紹
介
さ
れ
て
い

る
と
お
り
で
す
。
縄
文
時
代
は
、
諸

説
あ
る
も
の
の
、
今
か
ら
一
万
三

千
年
前
か
ら
二
千
三
百
年
前
の
間

で
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
世
界
で

す
。
も
っ
と
驚
き
な
の
は
、
こ
の
約

一
万
年
間
の
生
活
様
式
は
ほ
ぼ
ワ

ン
パ
タ
ー
ン
で
、
代
り
映
え
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
毛
皮
を
ま

と
い
、
土
器
を
作
り
、
石
器
を
作
り
、

弓
矢
等
で
獲
物
を
獲
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
す
よ
ね
。
石
器
の
形
式

も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
土
器
の

文
様
か
ら
時
代
区
分
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

縄
文
の
意
味
で
す
が
、
こ
の
土

器
の
装
飾
に
縄
目
の
文
様
が
つ
い

て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

縄
文
遺
跡
を
確
認
す
る
方
法
は
、

石
鏃
（
矢
じ
り
）
、
石
斧
等
、
あ
る
い

は
そ
れ
ら
の
石
材
と
な
る
黒
曜
石

や
サ
ヌ
カ
イ
ト
（
（
硬
質
安
山
岩
）

の
欠
片
を
探
す
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
も
と
も
と
天
草
に
は
産
出

し
な
い
岩
石
で
す
の
で
確
実
で
す
。

陸
上
で
土
器
を
発
見
す
る
こ
と
は

発
掘
し
な
い
限
り
困
難
で
す
が
、

海
中
の
も
の
は
何
故
か
数
千
年
の

時
を
経
て
も
固
く
締
ま
っ
て
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
後
述
す
る
小
崎
海

１０

▲棚底発見の土器片・石斧・石鏃（矢じり）。右の土器
は阿高式と呼ばれるもので、約５千年前のものです。


